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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

退院後の患者の生活機能は、入院中のリハビリと退院後の社会資源利用の影響を受けてい

る。申請者らは、入院中のリハビリと退院後のリハビリおよび非リハビリサービスの利用

の交絡の患者の生活機能に及ぼす影響について調査した。本研究は、日本において、2008

年から 2011年の間にリハビリを受けた入院患者 509人を対象とした。患者は病状に基づき、

２つのグループに分類した(脳卒中とその他)。退院後、機能的自立度評価表(FIM)の変化と、

社会資源のリハビリサービスおよび非リハビリサービス利用との間の交互作用効果が、患

者の生活機能に与える影響を、退院３カ月後の FIM スコアを目的変数とした階層的線形回

帰分析によって評価した。結果として、脳卒中とその他の患者において、FIM の変化と退

院後のリハビリ・非リハビリサービス利用との間に有意な交互作用が認められた。入院中

のリハビリと退院後のリハビリ・非リハビリサービスの利用は相互に交絡し、自宅退院患

者のその後の生活機能に影響を及ぼしていた。本研究の結果は、退院後、患者の生活機能

を維持するうえで有益であると考えられた。 

以上の結果は、この方面に新たな知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい

ての試験は、まず論文の研究目的、方法、研究結果などについて説明を求め、各調査委員

より専門的な観点から論文内容およびこれに関連した事項について種々の質問を行ったが、

いずれについても適切な回答を得た。 

よって、調査委員合議の結果、試験は合格と判定した。 


